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論文の前半では比較的荷電の大きい Be ， C, (CH2 )n などをターゲットに用い，レーザーによる加
熱過程をしらべ，入射レーザーパワーと電子温度の関係を明らかにし，いわゆる古典吸収機構の適用
範囲を明白にしている。
論文の後半では固体重水素をターゲットに用い， レーザーによる加熱過程が異常吸収機構により説
明されることを明らかにしている。またレーザ一光のスペクトル幅が広いガラスレーザーと狭いYAG
レーザーとを加熱実験に適用し スペクトル幅の広いガラスレーザーの加熱作用がより強力であるこ
とを見出し，二重共鳴パラメトリック不安定過程が加熱に有効であることを証明している。
以上のように本論文は大出力ガラスレーザーを川いプラズマの加熱過程を実験的に研究し，その機
構について新知見を与え，核融合研究に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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